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埼玉県英語指導方法改善事業に係る取り組み

本庄市立児玉中学校



本校の課題　①

　コミュニケーションを図る資質、能
力が身についていない　

言語活動の工夫が必要



本校の課題　②

　「学びに向かう意欲」に差がある　

　基礎・基本の定着に差がある　



具体的な取り組み

①小中の連携(Small Talk)

②デジタル教科書の活用

　　　　（個別最適な学び）



具体的な取り組み ①

会話する

ペアを変えてもう一度会話

会話する

生徒同士で会話

T-TまたはT-Sの会話
Goalのイメージを持つ

中間指導

SMALL TALK



具体的な取り組み ①SMALL TALK



具体的な取り組み ②

本文の音読練習

• スピードを調整
• 本文にマスクを付ける等、難易度の調整

Listening
• スピードの調整

デジタル教科書の活用

例





具体的な取り組み ②デジタル教科書の活用

• “ふつう”のスピードでマスクを付けてシャドーウィングができる
• マスクを付けて、穴あきリーディングができるS

• “ふつう”のスピードでオーバーラッピングができる
• 全文、音読できるA

• １つ遅いスピードでオーバーラッピングできる
• Unitを通して読めない単語が１～５個あるが、音読できるB



成果 課題



成果　～SMALL TALK～

コミュニケーションを図る資質、能力の向上

相手の発言を受けて、あいづちを打つ、リアクションをする、質
問をするなどして会話を続けることができるようになり、会話数
の増加がみられた。　

「言いたかったけど言えなかった」表現を知ろうとする姿が多く
見られるようになった。

ライティング活動において、内容を構成する力がついた。



成果　～デジタル教科書の活用～

個々の学びに合わせた指導

個々に合ったスピードと方法で、何度も繰り返し音読練習できた。

リスニングでは細部まで聞き取ろうとするようになった。

８割を超える生徒が本文をおおむね音読できるようになった。



今後の課題 ～ SMALL TALK ～

・いつも同じような内容の会話になりがち

・会話数は増えたが、内容を深めることに課題が残る

・スピーキングにおける「語彙力」「表現力」の向上は見ら　
　れたが、同じ内容でも「書く活動」になると、書けない生　

　徒が多い

・会話が続かない生徒もまだいる



今後の課題 ～ デジタル教科書の活用 ～

・デジタル教科書にはメモや書き込みがしづらい面もあり、紙

　の教科書との併用をどのようにしていくか検討が必要。

・デジタル教科書を用いて習得した技能を他の場面において活
　用できるよう、授業を工夫する必要がある。

・音読練習の声が小さい


